
　

中

１

の

作

品

は

ル

ネ

サ

ン

ス

期

の

巨

匠

ミ

ケ

ラ

ン

ジ

ェ

ロ

の

「

ノ

ア

の

方

舟

」

を

1

.

5

c

m

の

シ

ー

ル

20

万

枚

以

上

を

使

っ

て

再

現

し

ま

し

た

。

中

２

は

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

キ

ャ

ッ

プ

を

使

っ

て

、

「

祈

り

」

を

テ

ー

マ

に

し

た

作

品

を

作

り

ま

し

た

。

中

３

は

「

不

可

能

立

体

」

と

言

っ

て

、

正

し

い

角

度

か

ら

の

み

図

形

と

し

て

見

え

る

作

品

で

す

。

本

年

度

の

主

題

聖

句

が

書

か

れ

て

い

る

は

ず

で

す

。

全

部

読

め

ま

す

か

？

　

こ

の

ほ

か

中

学

生

は

、

１

年

生

は

「

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

」

２

年

生

は

「

職

業

」

、

３

年

生

は

「

戦

争

と

平

和

」

を

テ

ー

マ

に

研

究

発

表

を

行

い

ま

す

。

ま

た

チ

ャ

ペ

ル

で

の

各

学

年

の

演

劇

、

中

学

合

同

企

画

の

映

画

上

映

、

職

業

体

験

学

習

を

生

か

し

た

模

擬

裁

判

を

行

っ

て

い

ま

す

。

《

社

会

に

貢

献

す

る

お

も

て

な

し

》

と

し

て

、

Ｊ

Ｒ

Ｃ

部

と

中

１

の

合

同

企

画

と

し

て

フ

ェ

ア

ト

レ

ー

ド

商

品

の

販

売

、

知

的

障

が

い

者

の

方

々

が

ア

ス

リ

ー

ト

と

し

て

力

を

発

揮

す

る

ス

ペ

シ

ャ

ル

・

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

ス

の

紹

介

。

日

本

赤

十

字

社

か

ら

献

血

車

を

呼

ぶ

な

ど

の

活

動

を

行

い

ま

す

。

ま

た

、

初

日

は

砂

田

橋

保

育

園

・

大

幸

保

育

園

・

矢

田

保

育

園

・

大

幸

幼

稚

園

・

サ

ン

コ

ー

ト

砂

田

橋

（

老

人

介

護

施

設

）

・

矢

田

・

砂

田

橋

学

区

に

お

住

ま

い

の

方

々

、

合

計

３

０

０

名

ほ

ど

の

方

を

お

招

き

し

ま

し

た

。

《

全

国

レ

ベ

ル

の

お

も

て

な

し

》

と

し

て

、

全

国

大

会

出

場

経

験

の

あ

る

サ

ッ

カ

ー

・

テ

ニ

ス

・

陸

上

・

囲

碁

将

棋

部

・

文

学

部

な

ど

の

部

活

体

験

、

ヨ

ー

ヨ

ー

世

界

大

会

に

出

場

し

た

羽

角

さ

ん

の

演

技

や

毎

年

恒

例

の

鉄

道

研

究

部

に

よ

る

エ

ア

ー

ト

レ

イ

ン

が

特

設

ス

テ

ー

ジ

に

て

ご

覧

い

た

だ

け

ま

す

。
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　　号外 愛校祭特集号 　　　　　　　　　　　2014年9月23日（火）

空中庭園に浮く巨大なタコ

ステージ上にはラグビーマンが登場。園児も夢中です。

中３のトリックアート（手前）・中１の作品（奥）

中2のペットボトルアート

ステージを見て園児も大人も大笑い

９

月

22

日

（

月

）

・

23

日

（

火

）

と

初

め

て

二

日

間

開

催

と

な

っ

た

今

年

の

愛

校

祭

。

今

年

度

の

テ

ー

マ

は

「

お

も

て

な

し

男

子

」

。

「

お

も

て

な

し

」

と

い

う

の

は

古

き

良

き

日

本

の

文

化

で

、

た

だ

お

客

を

接

待

す

る

の

で

は

な

く

、

相

手

を

気

づ

か

う

心

を

持

ち

、

社

会

に

貢

献

し

、

ひ

い

て

は

自

分

を

高

め

る

こ

と

を

意

味

し

ま

す

。

今

回

の

愛

校

祭

で

は

、

名

中

・

名

高

な

ら

で

は

の

方

法

で

御

来

場

の

皆

さ

ん

を

「

お

も

て

な

し

」

し

ま

す

。

ど

う

ぞ

ご

ゆ

っ

く

り

お

楽

し

み

く

だ

さ

い

。


